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研究の目的研究の目的

研究の内容研究の内容

　身体適合性に関する型設計のノウハウの形式知化・標準化を目的とし，人間のリアルで複

雑な手形状から生産しやすく簡略化した手型形状への変形手法を構築する。

研究の成果研究の成果

◆①既存手袋の適合性評価として，
手形状計測（54項目），サイズ

適合性試験（16項目）を実施し，

得られたデータを統計解析する

ことにより，②デジタルハンド

技術により手袋に適合する手の

３次元形状モデルを生成する。

◆リアルで複雑な手から簡略化し

た手型形状への変形方法につい
て検討し，③CADを活用したモ

デルと④自動計算可能なモデル

を作成する。

◆造形装置により⑤手型を作成し

た後，手袋を試作する。生産性，

適合性を評価し，改善点を抽出

する。

◆「手から手型を作る」適合性設計方法の可能性を見出した。

　・手袋適合性の評価構造を解明し手袋にジャストフィットする手形状モデルを生成した。
　・得られた形状データを用い手型へ変形する手法（CADパラメータ，自動変形プログラム）を考案した。

デジタルハンド（適合手）

実体化

簡略化した手型へ変形

手袋試作手型試作手袋適合性の評価構造（斜体：標準偏回帰係数，標準：相関係数）

①適合性評価 （統計解析）

②手袋に適合する手の推定モデル「デジタルハンド」を生成

特徴寸法

④自動化モデル③CADパラメータモデル

⑤手型試作 ・ 手袋作製

3Dデータ

適合性に関係する項目を抽出

・手の形状計測
・断面形状生成
・定義情報から
手型を生成

・手型の3次元形状から
手型の基本形状を作製

・パラメータ入力項目決定
・デジタルハンドの数値から
手型を生成

産総研手形状DB
デジタルハンド

・手形状計測
・既存手袋の適合性評価適合性

データ

非接触形状計測
多関節型接触式デジタイザ

モーションキャプチャー
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